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令和７年度 事 業 報 告 
 
Ⅰ 法人の概要 
 
１ 沿 革 

１９８４年４月 

「リハビリテーション専門学院」開学（医療法人社団誠広会） 

１９８８年４月 

「岐阜視能訓練専門学院」開学（医療法人社団誠広会） 

１９９０年４月 

２校を統合して「平成医療専門学院」開学（理学療法学科及び視能訓練学科） 

１９９１年４月 

『学校法人誠広学園』（岐阜県認可） 

１９９３年４月 

看護学科、作業療法学科を増設 

２００９年４月 

「平成医療短期大学」開学（看護学科及びリハビリテーション学科理学療法専攻） 

２０１４年４月 

リハビリテーション学科に作業療法専攻及び視機能療法専攻を増設 

 
２ 学生の状況 

                                                              令和７年５月１日現在 

区   分  入学定員 入学者 総定員 ① 在学生 ② ②／① ％ 

看護学科    ８０    ６２  ２４０  ２０５ ８５.４ 

リハビリテーション学科 １６０   ８４  ４８０  ２７２  ５６.７ 

理学療法専攻 ８０    ３６  ２４０  １３４  ５５.８ 

作業療法専攻 ４０    １９  １２０   ６２  ５１.７ 

視機能療法専攻 ４０    ２９  １２０   ７６ ６３.３ 

合       計 ２４０  １４６  ７２０  ４７７ ６６.３ 

                                     
３ 教職員の状況 
                                令和７年５月１日現在 

区   分 教授  准教授 講師 助教 助手  合 計 

学長   １          1 

看護学科   ３   ３   ５   ６    １７ 

リハビリテーション学科 １３   ５   ５   ２    ２５ 

理学療法専攻   ６   ４   １   １  １２ 

作業療法専攻   ３   １   ３   ０    ７ 

視機能療法専攻   ４   ０   １   １      ６ 

教員計 １７   ８  １０   ８    ４３ 

事務職員   －   －   －   －   － ２４ 

合      計  －   －   －   －   － ６７ 
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４ 役員等の状況 
 
 

【理事】 

                                 令和８年３月３１日現在 

役 職 氏  名 職     業 

理事長 平野 智久 医療法人社団双樹会 理事長 

理 事 武内 康雄 平成医療短期大学 学長 

理 事 高田 信幸 平野総合病院 院長 

理 事   平野 喜美子  

理 事 林 俊彦  

理 事 羽田 能崇 平成医療短期大学 事務局長 

理 事 眞田 正世 平成医療短期大学 看護学科長 

 
【評議員】 

                             令和８年３月３１日現在 

役 職 氏  名 職    業 

評議員   山本 眞由美 岐阜大学医学部教授 保健管理センター長 

評議員 鷲見 高光  

評議員 澤田 真紀 平野総合病院 看護部長 

評議員  玉木  吉郎 医療法人香風会 理事長 

評議員  山本  義明  

評議員 田中 利典 医療法人社団友愛会 介護本部顧問 

評議員 川本   徹 総合大雄会病院 リハビリテーション科技師長 

評議員 加藤 清人 平成医療短期大学 リハビリテーション学科長 

評議員  松井  康樹 平成医療短期大学 視機能療法専攻長 

     

 

【監事】 

                                 令和８年３月３１日現在 

役 職 氏  名 職     業 

監 事 岩田 敏男 税理士 

監 事 岩手 達夫  

 
【会計監査人】 

                                 令和８年３月３１日現在 

役 職 氏  名 職     業 

会計監査人 長尾 光倫 公認会計士 
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Ⅱ 事業の概要 
 
１ 国試合格者の状況 
                                                     ( )内は全国平均 

区   分   卒 業 生  国試合格者 合 格 率  

看護学科 ８４ ７３ ８６.９％ (94.1%) 

リハビリテーション学科 １０６ ９９ ９３.４％         

      理学療法専攻 ５３ ５０ ９４.３％ (94.9%) 

      作業療法専攻 ２９ ２６ ８９.７％ (96.6%) 

   視機能療法専攻 ２４ ２３  ９５.８％ (98.5%) 

合  計 １９０ １７２ ９０.５％         

 
 
２ 平成医療短期大学の運営 

(１) 教育方針 

「誠意と親切と広い心」を理念に、医療の基本的精神である科学と人間愛に基づき、医療の

知識と技術向上に努め、地域医療福祉等に貢献できる人材を養成することを建学の精神と

し、次のとおり教育目的を確立して教育の充実と推進に努めた。 

  

【全学の目的】 

   本学は、教育基本法の精神に則り、学校教育法に基づき、「誠意と親切と広い心」を理念に、

豊かな一般教養の上に実践的な学問及び技術を深く教授し、地域社会等に貢献し得る優秀な

人材を養成することを目的とする。 

 

【看護学科の教育目的】 

    看護学科は、深い人間愛をもち、高い倫理観の上に、高度化・多様化する保健・医療・福祉に

相応し得る知識・技術及び実践力をもつ看護師の養成を目的とする。  

 

【リハビリテーション学科の教育目的】 

リハビリテーション学科理学療法専攻、作業療法専攻及び視機能療法専攻は、深い人間愛をも

ち、高い倫理観の上に、高度化・多様化する保健・医療・福祉に相応し得る知識・技術及び実

践力をもつ理学療法士、作業療法士及び視能訓練士の養成を目的とする。  

 

（２）情報の公開 

   建学の精神、教育目的、学習成果、３つのポリシー、自己点検・評価報告、ＩＲ活動、教員組

織、入学者等の教育情報、学校法人の財務情報、役員名簿等をホームページで公表した。 

 

（３）自己点検・評価の実施 

    本学の教育、研究、組織等について、令和３年度に受審した認証評価結果も踏まえて自己点検

及び評価を行い、教育等の改善を推進した。 

 

（４）教育改革等の実施 

    令和７年度教育改革施策に基づいて教育改革に取り組み、全学で教育環境の改善に努めた。 
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（５）教育改革施策の策定 

     学修評価、実習評価、卒後評価、ニーズ調査、学習行動調査、卒業時アンケート、卒業生アン

ケート、アセスメントポリシーによる検証等を実施し、３つのポリシーの視点に基づいて問題

点等を抽出して分析するとともに、医療職団体、医療福祉施設等の有識者や高校の進路指導担

当教員から意見助言を得ながら教育改革委員会において改善案について検討を行い、令和８年

度教育改革施策を策定した。 

 

（６）教育課程等の充実 

教育改革委員会や学務委員会での取り組み、またＦＤ研修やＳＤ研修の実施、臨床実習事前履

修科目の強化等により教育課程の充実を図った。 

 

（７）教育・研究の向上推進 

    学科専攻研究費、個人研究費の活用等により学科専攻における研究環境の向上及び教員個人の

研究業績等の向上を図った。 

 

（８）国家資格取得教育の推進 

外部講師による特別講座を実施するとともに、教員による集中的な特別指導、図書館開館時間

延長等により、国家試験合格のためのサポート体制を推進した。 

 

（９）実習における指導教育体制の充実 

実習実施のため、実習施設や臨床教授（実習指導者）等との連携を図りながら、指導教育体制

の充実に努めた。 

 

（10）教育センターの運営 

休退学の要因等について学内の関係部署とも連携をとりながら分析を行うと共に、休退学の要

因の一つと考えられる数学を不得意とする学生のための特別授業を実施した。 

 

（11）入学準備教育プログラムの充実 

入学予定者を対象とした入学前教育により入学後の学生生活への円滑な導入を図った。  

 

（12）学生支援の推進 

   ①学生支援室等 

学生支援室、チューター、担任等において、学生生活についての相談、指導、助言などを行

い、事案によっては学生支援室と教員との連携により学生を支援した。また、保健室に配置

している公認心理士兼看護士による学生のサポートを行った。 

②経済的支援の実施  

国の修学支援制度補助金の対象とならない学生のうち、学習意欲があるにもかかわらず経済

的に修学が困難な学生に対し、授業料等の全部又は一部を免除した。 

③奨学生制度 

学業、人物ともに優秀と認められる在学生の他、ＡＯ入試合格者の内、高校卒業時の成績が

良好であった入学生に奨学金を支給した。 

 

（13）就職活動サポート体制の推進 

マナー講座及び就職講座により学生の就職支援を推進するとともに、学科専攻の担当教員によ

る就職支援を行った。 
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（14）学生食堂の運営等 

    学生食堂の業者委託による運営の他、月に２回、移動式キッチンカーでの昼食販売、また地域

社会との連携や福祉的支援の意味も兼ねた就労継続支援事業所によるパンやクッキーなどの

販売も実施し、学生の利便を図った。 

     

（15）学校広報の推進 

①オープンキャンパスの開催等  

３月の新規実施を含むオープンキャンパスの開催や健康増進地域貢献活動という形式による

学外大型商業施設等での広報イベント実施の他、進学相談会や高校内の進路相談会に教職員

が積極的に参加し、医療職への進路相談及び進学説明を実施した。 

②情報発信等の推進 

本学の教育情報、行事、学校施設等に関するホームページ等による情報発信とともに、全教

職員が連携し、高等学校、生徒・保護者に対して本学に対する理解を深める活動を実施した。 

③高大連携の推進 

地域の中学校や高等学校等において本学教員による講座、体験実習等を実施する他、本学の

見学会等を行い、中学生や高校生による本学への理解を推進した。 

 

（16）奨学金制度の見直し 

    本学の受験者を増やすため、従来からある一般選抜入試とＡＯ入試に関する奨学金制度に加え、

指定校推薦入試や特別選抜入試に関する奨学金制度と共に家族奨学金制度を設ける等の見直

しを実施した。 

     

（17）中期計画の実行管理 

    令和６年度に策定された中期計画に基づいて各種の取組を進めた。 

 

（18）監査の充実 

・監事による本監査、月例監査等 

・会計監査人による会計監査 

・監査室による内部監査 

 

 

３ 行事等 
 
・入学式        ４月 ３日(木) 岐阜市文化センター 

・スポーツ大会     ４月１８日(金) 岐阜メモリアルセンター 

・オープンキャンパス  ６月 ７日(土) 

７月１２日(土) 

８月 ３日(日)  

４日(月)  

９月 ６日(土)  

            １２月１３日(土） 

             ３月２０日(金） 

・献体慰霊祭      ９月３０日(火)  

・平成祭       １０月２５日(土)  

・卒業式        ３月  ６日(金) 岐阜市文化センター 

 


